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酸化物超伝導物質Y- Ba-C u一〇系に於て､非化学量論的な配合の とき酸素の異
常欠損 と思われる現象 を発見 した ｡ Y Ba2Cu30 7-8に於ては 8-1.0-0.5
の間でのみ超伝導現象が耽溺 されると言われているが､化学量論的でない本試料では
約 40%酸素が欠損 しているにもかかわ らず超伝導現象が叔測された.
1.は じめに
Y-Ba-Cu系超伝導は各元素比が●YB a2C u30 71.或 るいはY Ba2C u.0,-.
型であると言われている｡後者は加圧状態でのみ合成が可能と言われてお り通常の大
気焼結では合成で きない.
又超伝導を示 さない化合物 として､Y2B aC u0,(以下 2-ll-1組成 と云 う｡ )
がありY Ba2C u 30,-.(以下 1-2-3組成 と云 う｡ )合成時に不純物 と して析
出 して来る｡その他 1-2-3組成の粒界にはC u0 ,BaC uOな ども単独で析出
す る事がある｡これ らは超伝導現象を引き起こさず ､む しろ阻外因子 として助 (｡
今回の試料はY2B a 3C u4,20 x (以下 2-314.2組成 )と云 う配合比で統括
した｡2-3-4.2組成は､統括時には 1-2-3組成 と2-1-1組成 を主たる
成分とし､C uOや BaC uOなどが粒界に析出す る様な合成物あると考えられ る.
この 2-3-4.2組成の焼枯体に大 きな酸素欠損が親潮 されなが らも括晶構造は明
らかに通常の 1-2-3組成 と2-1-1組成のX線回折像を示 していると言 う点で
興味のある発見である｡
2.試料の作成
Y-Ba-C u-0系の焼結体 を作成するに当って､図- 1の様な焼結 を行なった｡最
初 にY203とBaC0,を求め られ る配合で 20-40hのボール ミル混合を行 った
後プレス成形す る｡これ を 1350℃に24hの仮焼 を してあらか じめ YとBaの合
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成物を形成す る.この粉末をCuOの求め られる量 と混合 し再度ボール ミルにて約 1
昼夜混合 して後､成形 をして 965℃で 24hの仮焼 き行 う｡仮焼の終了 したY-B
a-cu-Oは必要な大 きさにPress成形されて本焼成される｡1-2-3組成
の場合はこれで所定の焼抵体を得る事になるが､2-3-4.2組成の試料は ､本焼








3-1.超伝導臨海浪度Tcは大阪真空製チャンバー 自作品 を使用 して測定 した｡2一･一
3-4.2組成ではTc (0N )-96oK,Tc (0FF)-93oKで
あ りJc (Hc-0)-11500A/C.m2, Jc (Hc-1T)-220
0A/ CmZであった｡又同様な条件で焼結 された 1-2-3組成につ いては
Tc (0N)-88oK,Tc (0FF)-85●Kであ り､∫c (Hc-0
)-9000A/Cm2,∫c (Hc1T)-850Acm2であった｡
Jcは振動試料型能力計が用いられた｡測定条件は液体N,(77K)中で S
weep timeは 10m inであった.
3-2.試料 1-2-3組成及び 2-3-4.2組成についてX線の回折像を撮 った｡






















図-5に於てー約 500℃まで昇温 した所か ら重量の減少が始まっている｡
約920℃で示差熟による吸熱のピークがあ り同時に急激な酸素のはき出しが
見られる.1040℃前後で大きな吸熱反応があ り､同時に大きく急激な重量


































3∂～ 10.9とな り､比較すると敢素は約4割強減少 している事になる｡
4.考察
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